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市
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
の
萩

野
谷
則
義
さ
ん

（
石
沢
）
が
、
総
務

大
臣
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年

９
月　

日
に
行
わ

１１

れ
た
衆
議
院
議
員

総
選
挙
に
お
い
て
、
公
正
で
適
正
な
管
理
執

行
に
加
え
、
高
い
投
票
率
を
上
げ
る
な
ど
、

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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岡�
武
夫
さ
ん（
鷲
子
）が
、
環
境
保
全
茨

城
県
民
会
議
ほ
う
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡�
さ
ん
は
、
平
成
６
年
か
ら
美
和
村
衛

生
委
員
（
美
和
地
域
生
活
環
境
推
進
員
）
と

な
り
、
平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

年
３
月

１０

１８

ま
で
美
和
地
域
生
活
環
境
推
進
員
協
議
会
長

を
務
め
ら
れ
、
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

や
河
川
、
道
路
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
、
住

民
に
対
す
る
環
境
へ
の
啓
発
活
動
、
環
境
に

配
慮
し
た
地
域
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
そ
の
活

動
が
評
価
さ
れ
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。
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大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
松
本
正
次

（
南
町
）
さ
ん
が
、
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て

「
緑
十
字
金
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
交
通
安
全
協
会
役
員
に
就

任
以
来
、
多
年
に
わ
た
り
献
身
的
な
努
力
と

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
指
導
力
を
発
揮
し
、
地

域
住
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
交
通
死
亡
事
故
発
生
ゼ
ロ
を
悲
願

と
し
て
の
交
通
安
全
活
動
へ
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
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大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
大
宮
支
部
の
杉

山
昭
一
さ
ん
（
下
村
田
）
が
優
良
運
転
者
と

し
て
「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
、
他
の
模
範
と
な
る
べ
き
安

全
運
転
に
徹
し
て
お
り
、
ま
た
、
交
通
安
全

協
会
役
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
交

通
安
全
活
動
に
積
極
的
に
従
事
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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子
ど
も
に
対
す
る

事
件
な
ど
が
多
発
す

る
な
か
、
児
童
が
安

心
し
て
登
下
校
が
で

き
る
よ
う
に
と
、
常

陽
銀
行
よ
り
、
今
年

度
入
学
す
る
小
学
１

年
生
に
対
し
て
防
犯

ブ
ザ
ー
の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
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５
月
１
日
、
山
方
小
学
校
に
お
い
て
交
通

安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
、
山
方
小
及
び
山
方

南
小
の
児
童
や
職
員
、
関
係
者
な
ど
約
４
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
高
学
年
は
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
に
つ
い
て
、
低
学
年
は
腹
話
術
で
の

楽
し
い
講
話
を
聞
き
な
が
ら
、
横
断
歩
道
の

正
し
い
渡
り
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
実
技

を
交
え
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
茨
城
県
警
察
本
部
交
通
指

導
員
の
分
か
り
や
す

い
説
明
に
、熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
警
音
楽

隊
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

演
奏
も
披
露
さ
れ
、

交
通
安
全
に
対
す
る

気
持
ち
を
新
た
に
し

た
１
日
で
し
た
。

合 計助 手 席運 転 席
調査日

着用率％着用数台　数着用率％着用数台　数着用率％着用数台　数

92.3 216 234 95.2 20 21 92.0 196 213 １月10日

82.2 162 197 57.1 12 21 85.2 150 176 ２月１日

85.4 199 233 67.5 27 40 89.1 172 193 ３月１日

89.42,435 2,723 76.3 258 338 91.3 2,177 2,385 17年度合計

ボランティアグループ・ヤッホーふれあいの会（山方地域）では、毎月シートベルト着用調査を
実施しています。 （１月～３月調査分及び年度合計　場所：山方宿駅前）
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　緑十字金章を受章した松本さん（右）
▼と緑十字銀賞を受章した杉山さん（左）
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●
広
報
協
力
員
レ
ポ
ー
ト
●

鳥
喰　
　

昌
さ
ん

地
域
の
力
で
開
催　
野
上
ま
つ
り

　

山
方
地
域
野
上
地
区
に
お
い
て
、
４
月
９

日
、
野
上
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
陰
陽
山
の
御
祭
礼
の
中

の
屋
台
巡
行
を
再
現
し
た
も
の
で
、
当
時
は

そ
の
他
、
火
消
行
列
や
風
流
物
な
ど
が
出
て

実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
昭
和　

年
12

か
ら
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
平
成
６

年
、　

年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
、
そ
の
後
３
年

56

に
１
度
開
催
、
今
回
で
５
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
祭
囃
子
の
賑
や
か
な
音
色

を
響
か
せ
な
が
ら
、
諏
訪
神
社
か
ら
山
方
商

業
高
校
前
を
通
り
野
上
原
駅
ま
で
の
往
復
を

屋
台
が
練
り
歩
き
ま
し
た
。
地
区
の
方
々

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
流
を
深
め
つ
つ
、
伝
統

あ
る
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
上
ま
つ
り
に
併
せ
て
ま
つ
り
の

ル
ー
ツ
を
探
っ
た
ふ
る
さ
と
文
化
「
風
流
火

消
」
が
野
上
伝
統
文
化
の
会
に
よ
り
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
大
切
な
伝
統
行
事
の
継

承
の
た
め

の
重
要
な

資
料
と
し

て
役
立
て

た
い
と
思

い
ま
す
。
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３
月　

日
、
緒
川
第
１
体
育
館
で
緒
川
地

１９

域
体
育
協
会
及
び
市
剣
道
連
盟
緒
川
支
部
主

催
に
よ
り
、
緒
川
地
域
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
４
部
門
の
個
人
戦
に

　

人
の
参
加
が
あ
り
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

３６果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

小
学
生
初
心
者
の
部

優　

勝　

岡
崎　

祐
哉

準
優
勝　

小
室　

優
志

第
３
位　

小
室
か
お
り

小
学
４
年
生
以
下
の
部

優　

勝　

内
田　

圭
佑

準
優
勝　

圷　

壮
太
郎

第
３
位　

豊
原
慎
太
郎

小
学
５
・
６
年
生
の
部

優　

勝　

関　

千
絵
美

準
優
勝　

岡
崎　

晃
太

第
３
位　

堀
江　

大
樹

中
学
生
の
部

優　

勝

　

本
橋
寿
美
礼

準
優
勝

　

長
山　

佳
織

第
３
位

　

内
田　

美
咲

　土砂災害を防ぎ、明るい家庭と安心して住める国土を守るためには、砂防工事だけではなく「自分の身
は自分で守る」という意識をしっかりと持ち、それを実践できるようにすることも大切です。
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 石 
せき

 流 　（山腹、川底の石や土砂が長雨や集中豪雨などにより、時速２０～４０kmという速度で一気に下
りゅう

流へと押し流されるもの）
　・「山鳴り」といって、山全体がうなっているような音がするとき
　・川の流れが急に濁ったり、木が流れてきたとき
　・雨が降り続いているのに、川の水が減っているとき
�地すべり　（斜面の一部あるいは全部が地下水の影響と重力によって

ゆっくりと斜面下方に移動する現象。一旦動き出すと完全
に停止させることは非常に困難）

　・地面の一部分がへこんだり、盛り上がったとき
　・池や沼の水の量が、急に変わったとき
　・井戸の水が濁ったとき
�がけ崩れ　（地中にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、雨や地震な

どの影響により急激に斜面が崩れ落ちること）
　・がけから小石がパラパラと落ちてきたとき
　・がけに割れ目ができたとき
　・がけから水がわき出てきたとき
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